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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 上 壁 と 、 前 記 上 壁 と 底 壁 と の 間 に 空 洞 が あ る 状 態 で 、 対 向 す る 側 壁 に よ っ て 前 記 上 壁 に  
接 続 さ れ た 前 記 底 壁 と 、 挿 入 口 と 、 前 記 側 壁 の そ れ ぞ れ の ロ ッ キ ン グ ス ロ ッ ト と を 備 え る  
雌 バ ッ ク ル 部 と 、
　 前 記 挿 入 口 に 雄 バ ッ ク ル 部 を 挿 入 す る こ と に よ り 、 前 記 雌 バ ッ ク ル 部 に ロ ッ ク さ れ る よ  
う に 構 成 さ れ た 前 記 雄 バ ッ ク ル 部 で あ っ て 、 前 記 雄 バ ッ ク ル 部 が 、 基 部 と 、 ２ つ の ロ ッ キ  
ン グ 脚 と 、 前 記 ２ つ の ロ ッ キ ン グ 脚 の 間 に 配 置 さ れ た ２ つ の 中 間 脚 と を 備 え る 、 前 記 雄 バ  
ッ ク ル 部 と 、 を 備 え る バ ッ ク ル ア セ ン ブ リ で あ っ て 、
　 前 記 バ ッ ク ル 部 が 組 み 合 わ さ っ て ロ ッ ク さ れ る と き 、 前 記 ロ ッ キ ン グ 脚 の そ れ ぞ れ が 、  
前 記 雌 バ ッ ク ル 部 の 前 記 ロ ッ キ ン グ ス ロ ッ ト の 対 応 す る １ つ を 貫 通 し て 延 在 す る よ う に 構  
成 さ れ て お り 、
　 前 記 ロ ッ キ ン グ 脚 の そ れ ぞ れ が 、 前 記 ロ ッ キ ン グ 脚 が 所 定 の 限 度 を 超 え て 外 側 に 屈 曲 さ  
れ る の を 防 止 す る 保 持 部 材 に 接 続 さ れ て お り 、
　 前 記 ロ ッ キ ン グ 脚 に 内 向 き の 圧 力 が 加 え ら れ た と き に 前 記 中 間 脚 ま た は 前 記 保 持 部 材 が  
停 止 面 を 形 成 し 、 前 記 停 止 面 に 接 触 し た と き に 前 記 ロ ッ キ ン グ 脚 の 内 側 へ の 移 動 を 防 止 す  
る よ う に 、 前 記 中 間 脚 お よ び 前 記 保 持 部 材 が 配 置 さ れ 、
前 記 バ ッ ク ル ア セ ン ブ リ は 、 前 記 ２ つ の 中 間 脚 の 間 に 延 在 す る 中 央 脚 を さ ら に 備 え て お り  
、 前 記 中 間 脚 の 各 １ つ が 、 前 記 ロ ッ キ ン グ 脚 の １ つ と 前 記 中 央 脚 と の 間 に 配 置 さ れ 、
前 記 雌 バ ッ ク ル 部 が 、 前 記 挿 入 口 の 反 対 側 に 開 口 部 を 有 し 、 前 記 中 央 脚 が 、 そ の 末 端 に 足  

請求項の数　14　（全11頁）
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部 材 を 有 し 、 前 記 雄 バ ッ ク ル 部 と 前 記 雌 バ ッ ク ル 部 と が 組 み 合 わ さ っ て ロ ッ ク さ れ る と き  
、 前 記 足 部 材 が 前 記 開 口 部 を 貫 通 し て 延 在 す る 、 バ ッ ク ル ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 中 間 脚 が 、 前 記 基 部 に 接 続 さ れ 、 前 記 ロ ッ キ ン グ 脚 と 平 行 に 延 在 す る 、 請 求 項 １ に  
記 載 の バ ッ ク ル ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 各 中 間 脚 が 、 前 記 ロ ッ キ ン グ 脚 の う ち の 隣 接 し た １ つ に 接 続 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の  
バ ッ ク ル ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 保 持 部 材 が 、 前 記 ロ ッ キ ン グ 脚 の 自 由 端 に 取 り 付 け ら れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の バ ッ  
ク ル ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 保 持 部 材 が 、 前 記 中 間 脚 に 取 り 付 け ら れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の バ ッ ク ル ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 保 持 部 材 が 、 各 中 間 脚 の 、 前 記 ロ ッ キ ン グ 脚 の う ち の 隣 接 し た １ つ か ら 離 れ る 方 向  
に 向 く 側 で 、 前 記 中 間 脚 に 取 り 付 け ら れ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の バ ッ ク ル ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 保 持 部 材 が 、 前 記 ロ ッ キ ン グ 脚 お よ び 前 記 中 間 脚 と 一 体 成 形 さ れ て い る 、 請 求 項 ５
に 記 載 の バ ッ ク ル ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 中 間 脚 は 、 前 記 ロ ッ キ ン グ 脚 が 外 側 に 屈 曲 さ れ た と き に 前 記 中 間 脚 が 動 か な い よ う  
に 、 前 記 保 持 部 材 よ り も 高 い 剛 性 レ ベ ル を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の バ ッ ク ル ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 雄 バ ッ ク ル 部 お よ び 前 記 雌 バ ッ ク ル 部 の そ れ ぞ れ は 、 そ の バ ッ ク ル 部 に 接 続 さ れ た  
少 な く と も １ つ の ス ト ラ ッ プ 保 持 バ ー を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の バ ッ ク ル ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 保 持 部 材 の 各 １ つ は 、 前 記 ロ ッ キ ン グ 脚 が 外 側 に 屈 曲 さ れ た と き に 、 前 記 中 間 脚 の  
う ち の 隣 接 し た １ つ と 係 合 し て 、 前 記 ロ ッ キ ン グ 脚 が さ ら に 外 側 に 屈 曲 す る の を 防 止 す る  
よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の バ ッ ク ル ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 中 間 脚 の 各 １ つ は 、 そ の 末 端 に 配 置 さ れ た フ ッ ク を 有 し て お り 、 前 記 保 持 部 材 の 各  
１ つ は 、 そ れ ぞ れ の 前 記 ロ ッ キ ン グ 脚 が 外 側 に 屈 曲 さ れ た と き に 、 前 記 隣 接 し た 中 間 脚 の  
前 記 フ ッ ク と 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ た フ ッ ク を 有 す る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の バ ッ ク ル ア  
セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 保 持 部 材 の 各 １ つ が 、 前 記 中 央 脚 に 接 続 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の バ ッ ク ル ア  
セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 保 持 部 材 の 各 １ つ が 、 前 記 中 央 脚 に 接 続 さ れ て い る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の バ ッ ク ル ア セ  
ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 保 持 部 材 の 各 １ つ が 、 ２ つ の 平 行 な 脚 を 備 え た Ｕ 字 型 デ ザ イ ン を 有 し て お り 、 前 記  
ロ ッ キ ン グ 脚 が 外 側 に 屈 曲 す る こ と に よ り 、 前 記 保 持 部 材 の そ れ ぞ れ の 前 記 平 行 な 脚 の １  
つ が 、 前 記 中 間 脚 の う ち の 隣 接 し た １ つ に 押 し 付 け ら れ て 、 前 記 ロ ッ キ ン グ 脚 が そ れ 以 上  
に 外 側 に 屈 曲 す る の を 防 ぐ 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の バ ッ ク ル ア セ ン ブ リ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ２ 本 の ス ト ラ ッ プ 同 士 を 接 続 す る た め の ツ ー ピ ー ス バ ッ ク ル ア セ ン ブ リ に 関  
す る 。 特 に 、 本 発 明 は 、 バ ッ ク ル 部 の う ち の 一 方 の バ ッ ク ル 部 の 脚 が 過 度 に 外 側 へ 屈 曲 す  
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る の を 防 止 す る 固 定 要 素 を 有 す る バ ッ ク ル ア セ ン ブ リ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ツ ー ピ ー ス サ イ ド リ リ ー ス バ ッ ク ル は 、 通 常 は 雄 バ ッ ク ル 部 と 雌 バ ッ ク ル 部 と に よ っ て  
形 成 さ れ る 。 雄 バ ッ ク ル 部 は 、 一 般 に 、 雌 バ ッ ク ル 部 の ロ ッ キ ン グ ス ロ ッ ト に ロ ッ ク さ れ  
る ２ つ の ロ ッ キ ン グ 脚 を 有 し て い る 。 多 く の 場 合 、 雄 バ ッ ク ル 部 の 中 央 脚 が ア セ ン ブ リ に  
安 定 性 を 加 え て い る 。 ロ ッ キ ン グ 脚 が 一 定 の 限 度 を 超 え て 外 側 に 屈 曲 さ れ る の を 防 ぐ た め  
に 、 特 許 文 献 １ は 、 ロ ッ キ ン グ 脚 を 中 央 脚 に 連 結 す る 可 撓 性 の 保 持 部 材 を 設 け て 、 ロ ッ キ  
ン グ 脚 が 保 持 部 材 の 長 さ を 超 え て 外 側 に 屈 曲 す る こ と が で き な い よ う に す る こ と を 提 案 し  
て い る 。 こ の 種 の バ ッ ク ル の 別 の 変 形 例 が 、 特 許 文 献 ２ お よ び 特 許 文 献 ３ に も 示 さ れ て い  
る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 米 国 特 許 第 ５ ７ ９ １ ０ ２ ６ 号 明 細 書
【 文 献 】 米 国 意 匠 特 許 発 明 第 ４ ０ １ ５ ３ ３ 号 明 細 書
【 文 献 】 米 国 意 匠 特 許 発 明 第 ４ ２ ５ ４ ４ ３ 号 明 細 書
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ ら は ロ ッ キ ン グ 脚 の 動 き を 制 御 す る の に 有 効 で あ る が 、 中 央 脚 が 側 部 の ロ ッ キ ン グ  
脚 の 動 き の 影 響 を 受 け ず 、 し か も ロ ッ キ ン グ 脚 に か か る 過 度 の 内 向 き の 力 に 対 抗 す る こ と  
が で き る バ ッ ク ル を 開 発 す る こ と が 望 ま し い 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 雄 バ ッ ク ル 部 と 雌 バ ッ ク ル 部 と に よ っ て 形 成 さ れ る バ ッ ク ル ア  
セ ン ブ リ に 関 し 、 雌 バ ッ ク ル 部 は 、 上 壁 と 、 上 壁 と 底 壁 と の 間 に 空 洞 が あ る 状 態 で 、 対 向  
す る 側 壁 に よ っ て 上 壁 に 接 続 さ れ た 底 壁 と 、 挿 入 口 と 、 側 壁 の そ れ ぞ れ の ロ ッ キ ン グ ス ロ  
ッ ト と を 備 え て い る 。 雄 バ ッ ク ル 部 は 、 挿 入 口 に 雄 バ ッ ク ル 部 を 挿 入 す る こ と に よ り 、 雌  
バ ッ ク ル 部 に ロ ッ ク さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 雄 バ ッ ク ル 部 は 、 基 部 と 、 ２ つ の ロ ッ  
キ ン グ 脚 と 、 中 央 脚 と 、 ロ ッ キ ン グ 脚 と 中 央 脚 と の 間 の ２ つ の 中 間 脚 と を 有 し て い る 。 ロ  
ッ キ ン グ 脚 の そ れ ぞ れ は 、 雄 バ ッ ク ル 部 が 雌 バ ッ ク ル 部 に 挿 入 さ れ る と 、 雌 バ ッ ク ル 部 の  
ロ ッ キ ン グ ス ロ ッ ト の 対 応 す る １ つ を 貫 通 し て 延 在 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 ロ ッ キ ン  
グ 脚 の そ れ ぞ れ の 端 部 に あ る ロ ッ キ ン グ 爪 が 、 ロ ッ キ ン グ ス ロ ッ ト の 縁 部 に 係 合 し て 、 雄  
バ ッ ク ル 部 を 雌 バ ッ ク ル 部 に 固 定 す る 。 ロ ッ キ ン グ 爪 を 、 そ れ ら が ロ ッ キ ン グ ス ロ ッ ト の  
縁 部 を 通 過 す る ま で 内 側 に 押 し 込 み 、 そ の 時 点 で 雄 バ ッ ク ル 部 が 雌 バ ッ ク ル 部 の 外 へ 押 し  
出 さ れ る こ と に よ っ て 、 雄 バ ッ ク ル 部 は 解 除 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ロ ッ キ ン グ 脚 の そ れ ぞ れ は 、 連 結 ス ト ラ ッ プ と し て 形 成 さ れ 得 る 可 撓 性 の 保 持 部 材 に よ  
り 、 雄 バ ッ ク ル 部 の 別 の 部 分 に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 保 持 部 材 は 、 ロ ッ キ ン グ 脚 が 保 持 部  
材 の 長 さ を 超 え て 外 側 に 屈 曲 す る こ と が で き な い た め 、 ロ ッ キ ン グ 脚 が 所 定 の 限 度 を 超 え  
て 外 側 に 屈 曲 さ れ る の を 防 止 す る 。 雄 バ ッ ク ル 部 を 雌 バ ッ ク ル 部 か ら 解 除 す る た め に 、 ２  
つ の ロ ッ キ ン グ 脚 に 通 常 の 内 向 き の 力 を 働 か せ る と 、 可 撓 性 の 保 持 部 材 が 変 形 し て 、 ロ ッ  
キ ン グ 脚 の 内 側 へ の 屈 曲 に 対 す る 抵 抗 が 最 小 に な る 。 し か し 、 過 度 の 内 向 き の 力 が 加 え ら  
れ 、 ２ つ の ロ ッ キ ン グ 脚 が 曲 げ ら れ て 中 間 脚 に 押 し 付 け ら れ る と 、 中 間 脚 が ロ ッ キ ン グ 脚  
を 支 え 、 そ の 力 を 分 け 合 っ て 停 止 面 を 形 成 し 、 結 果 と し て ロ ッ キ ン グ 脚 が そ の 限 界 点 を 超  
え て 曲 が る こ と を 防 ぐ 。 中 間 脚 は 、 ロ ッ キ ン グ 脚 が 中 間 脚 に 対 し て 内 側 に 押 し 付 け ら れ る  
と き の 摩 擦 を 最 小 限 に 抑 え る た め に 、 ロ ッ キ ン グ 脚 の 内 側 輪 郭 と 一 致 す る 外 側 輪 郭 を 有 す  
る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 中 間 脚 は 、 雄 バ ッ ク ル 部 の 基 体 部 分 に 接 続 さ れ 、 ロ ッ キ ン グ 脚  
と 実 質 的 に 平 行 に 延 在 し て い る 。 保 持 部 材 は 、 ロ ッ キ ン グ 脚 の 自 由 端 お よ び 中 間 脚 の 基 部  
に 取 り 付 け ら れ る 。 た だ し 、 保 持 部 材 は 、 ロ ッ キ ン グ 脚 お よ び 中 間 脚 の 任 意 の 場 所 で ロ ッ  
キ ン グ 脚 お よ び 中 間 脚 に 取 り 付 け ら れ て も よ く 、 ま た は 雄 バ ッ ク ル 部 の 他 の 領 域 に 接 続 さ  
れ て も よ い 。 一 実 施 形 態 で は 、 保 持 部 材 は 、 各 中 間 脚 の 、 中 央 脚 に 面 す る 側 で 中 間 脚 に 取  
り 付 け ら れ る た め 、 保 持 部 材 は 、 ロ ッ キ ン グ 脚 に 接 続 す る 前 に 、 上 方 に か つ 中 間 脚 の 頂 部  
を 越 え て 延 在 し て い る 。 こ の よ う に し て 、 保 持 部 材 は 、 雌 バ ッ ク ル 部 か ら 雄 バ ッ ク ル 部 を  
取 り 外 す 間 に 、 ロ ッ キ ン グ 脚 の ど の よ う な 内 側 へ の 移 動 も 妨 げ な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 保 持 部 材 は 、 好 ま し く は 、 ロ ッ キ ン グ 脚 と 一 体 成 形 さ れ 、 バ ッ ク ル ア セ ン ブ リ の 残 り の  
部 分 と 同 じ 材 料 か ら 形 成 さ れ る 。 保 持 部 材 は 、 可 撓 性 を 有 す る よ う に 十 分 に 薄 く 成 形 さ れ  
る 。 中 間 脚 は 、 保 持 部 材 よ り も 高 い 剛 性 を 有 す る よ う に 形 成 さ れ て い る た め 、 ロ ッ キ ン グ  
脚 が 内 側 お よ び 外 側 に 屈 曲 さ れ た と き に 、 保 持 部 材 の み が 移 動 し 、 中 間 脚 は 移 動 し な い 。  
そ う す る た め に 、 中 間 脚 は 、 保 持 部 材 よ り も 厚 く 作 ら れ る 。 保 持 部 材 を 中 間 脚 の 基 部 に 接  
続 す る こ と は 、 ロ ッ キ ン グ 脚 の 屈 曲 中 に 中 間 脚 が 曲 が ら な い よ う に す る の に も 役 立 つ 。 バ  
ッ ク ル ア セ ン ブ リ の 使 用 中 に 中 間 脚 を 安 定 に 保 つ の を 補 助 す る た め に 、 中 間 脚 の 基 部 を 中  
間 脚 の 残 り の 部 分 よ り も 厚 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 雌 バ ッ ク ル 部 が 、 挿 入 口 の 反 対 側 に 開 口 部 を 有 し 、 中 央 脚 が 、 そ の 末  
端 に 足 部 材 を 有 し 、 雄 バ ッ ク ル 部 と 雌 バ ッ ク ル 部 と が 組 み 合 わ さ っ て ロ ッ ク さ れ る と き 、  
足 部 材 が 開 口 部 を 貫 通 し て 延 在 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 保 持 部 材 は 、 中 間 脚 に 接 続 さ れ る の で は な く 、 代 わ り に 、 中 間 脚 に  
接 触 せ ず に 、 中 間 脚 の 上 お よ び 周 囲 に 延 在 し て い る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 中 間 脚 は 、 そ れ  
ら の 末 端 に フ ッ ク を 有 し て お り 、 保 持 部 材 は 、 ロ ッ キ ン グ 脚 上 の 対 応 す る フ ッ ク に よ っ て  
形 成 さ れ て い る 。 ロ ッ キ ン グ 脚 が 外 側 に 屈 曲 す る と 、 ロ ッ キ ン グ 脚 の フ ッ ク が 中 間 脚 の フ  
ッ ク と 係 合 し て 、 ロ ッ キ ン グ 脚 が さ ら に 外 側 に 屈 曲 す る の を 防 ぐ 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら な る 実 施 形 態 で は 、 中 間 脚 に 係 合 す る フ ッ ク の 形 態 の 保 持 部 材 は 、 雄 バ ッ ク ル の 中  
央 脚 に も 接 続 さ れ て 、 さ ら な る 安 定 性 と 外 側 へ の 屈 曲 に 対 す る 抵 抗 力 と を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 別 の 実 施 形 態 で は 、 中 間 脚 は 、 ロ ッ キ ン グ 脚 に 接 続 さ れ 、 そ こ か ら 内 側 に 向 け て  
延 在 し 、 保 持 部 材 は 、 ロ ッ キ ン グ 爪 か ら 中 間 脚 の 周 囲 に 延 在 し 、 Ｕ タ ー ン し て 、 中 央 脚 に  
接 続 さ れ る 。 ロ ッ キ ン グ 脚 の 外 側 へ の 屈 曲 に よ り 、 保 持 部 材 が 中 間 脚 の 下 側 に 押 し 付 け ら  
れ 、 ロ ッ キ ン グ 脚 が 過 度 に 外 側 へ 曲 が る の を 防 止 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ る バ ッ ク ル ア セ ン ブ リ は 、 そ れ ぞ れ の バ ッ ク ル 部 に ス ト ラ ッ プ を 取 り 付 け る  
こ と が で き る よ う に 構 成 さ れ て い る た め 、 バ ッ ク ル 部 同 士 を 結 合 す る こ と に よ り 、 ２ つ の  
ス ト ラ ッ プ が 接 続 さ れ る 。 こ れ を 達 成 す る た め に 、 雄 バ ッ ク ル 部 お よ び 雌 バ ッ ク ル 部 の そ  
れ ぞ れ は 、 そ の バ ッ ク ル 部 に 接 続 さ れ た 少 な く と も １ つ の ス ト ラ ッ プ 保 持 バ ー を 有 し て い  
る 。 ス ト ラ ッ プ は 、 単 一 の ス ト ラ ッ プ 保 持 バ ー の 周 り に 縫 い 付 け て 閉 じ る か 、 あ る い は 、  
調 整 可 能 に ダ ブ ル バ ー 配 列 の 周 り に 巻 き 付 け て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 要 す る に 、 ２ つ の 中 間 脚 は 、 可 撓 性 の 保 持 部 材 と 共 に 、 雄 バ ッ ク ル の 脚 が い ず れ か の 方  
向 に 過 度 に 曲 が っ て 損 傷 す る の を 効 果 的 に 防 止 す る こ と が で き る 。 こ の 新 し い デ ザ イ ン に  
よ り 、 バ ッ ク ル の 強 度 、 安 定 性 、 お よ び 耐 久 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 お よ び 特 徴 は 、 添 付 図 面 と 共 に 考 慮 さ れ る 以 下 の 詳 細 な 説 明 か ら 明 ら  
か に な る で あ ろ う 。 し か し な が ら 、 図 面 は 、 例 示 の み を 目 的 と し 、 発 明 の 限 界 を 定 め る も  
の で は な い こ と が 理 解 さ れ よ う 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 面 で は 、 い く つ か の 図 面 の 全 体 を 通 じ て 、 同 様 の 参 照 符 号 は 、 同 様 の 要 素 を 表 す 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 、 組 み 立 て ら れ た バ ッ ク ル ア セ ン ブ リ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 バ ッ ク ル ア セ ン ブ リ の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 組 み 立 て ら れ て い な い 状 態 の 雄 バ ッ ク ル 部 お よ び 雌 バ ッ ク ル 部 を 示 す 、 バ ッ ク ル  
ア セ ン ブ リ の 分 解 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 雄 バ ッ ク ル 部 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る バ ッ ク ル ア セ ン ブ リ の 端 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に よ る 雄 バ ッ ク ル 部 の 代 替 実 施 形 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の 実 施 形 態 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に よ る 雄 バ ッ ク ル 部 の 代 替 実 施 形 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ の 実 施 形 態 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 に よ る 雄 バ ッ ク ル 部 の 別 の 代 替 実 施 形 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ の 実 施 形 態 の 上 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ こ で 、 図 面 を 詳 細 に 参 照 す る 。 図 １ お よ び 図 ２ は 、 雌 バ ッ ク ル 部 １ ０ お よ び 雄 バ ッ ク  
ル 部 ２ ０ に よ っ て 構 成 さ れ る 、 本 発 明 に よ る バ ッ ク ル ア セ ン ブ リ １ を 示 し て い る 。 雌 バ ッ  
ク ル 部 １ ０ は 、 上 壁 １ １ 、 底 壁 １ ２ 、 お よ び 対 向 す る 側 壁 １ ３ 、 １ ４ を 備 え て い る 。 図 ３  
に 示 す 開 口 部 １ １ ５ に よ っ て 境 界 付 け ら れ た 空 洞 １ ５ が 、 上 壁 １ １ と 底 壁 １ ２ と の 間 に 延  
在 し て い る 。 ロ ッ キ ン グ ス ロ ッ ト １ ６ 、 １ ７ が 、 側 壁 １ ３ 、 １ ４ に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て い  
る 。 ス ト ラ ッ プ 保 持 バ ー １ ８ が 、 開 口 部 １ １ ５ と は 反 対 側 の 雌 バ ッ ク ル 部 １ ０ の 端 部 に 接  
続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ ～ 図 ５ に 示 す よ う に 、 雄 バ ッ ク ル 部 ２ ０ は 、 一 方 の 側 で ス ト ラ ッ プ 保 持 バ ー ２ ２ 、  
２ ３ に 接 続 さ れ て お り 、 か つ 、 他 方 の 側 か ら 延 在 す る ロ ッ キ ン グ 脚 ２ ４ 、 ２ ５ に 接 続 さ れ  
て い る 基 部 ２ １ に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 ロ ッ キ ン グ 脚 ２ ４ 、 ２ ５ の 末 端 は ロ ッ キ ン グ 爪  
２ ６ 、 ２ ７ に な っ て お り 、 こ れ ら は 、 雄 バ ッ ク ル 部 ２ ０ が 雌 バ ッ ク ル 部 １ ０ に 挿 入 さ れ た  
と き に 、 雌 バ ッ ク ル 部 １ ０ の ロ ッ キ ン グ ス ロ ッ ト １ ６ 、 １ ７ に 嵌 め 込 ま れ る 。 ロ ッ キ ン グ  
爪 ２ ６ 、 ２ ７ を 、 そ れ ら が ロ ッ キ ン グ ス ロ ッ ト １ ６ 、 １ ７ の 縁 部 を 通 過 す る ま で 内 側 に 押  
し 込 む こ と に よ り 、 雄 バ ッ ク ル 部 １ ０ を 空 洞 １ ５ か ら 押 し 出 す こ と に よ り 、 雄 バ ッ ク ル 部  
２ ０ が 雌 バ ッ ク ル 部 １ ０ か ら 解 除 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ お よ び 図 ４ に 示 す よ う に 、 雄 バ ッ ク ル 部 ２ ０ は 、 先 が 足 部 材 ２ ９ に な っ た 中 央 脚 ２  
８ を 有 し て い る 。 足 部 材 は 、 雌 バ ッ ク ル 部 １ ０ に 組 み 付 け ら れ た と き 、 空 洞 １ ５ の 末 端 ま  
で 延 在 し 、 雌 バ ッ ク ル 部 １ ０ の 内 側 で 雄 バ ッ ク ル 部 ２ ０ を さ ら に 安 定 さ せ る 働 き を す る 。  
足 部 材 ２ ９ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 バ ッ ク ル 部 が 組 み 立 て ら れ た と き 、 雌 バ ッ ク ル 部 １ ０  
の 開 口 部 １ ９ を 通 し て 見 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 中 央 脚 ２ ８ と ロ ッ キ ン グ 脚 ２ ４ 、 ２ ５ と の 間 に 、 ２ つ の 中 間 脚 ３ １ 、 ３ ２ が 配 置 さ れ て  
い る 。 中 間 脚 ３ １ 、 ３ ２ は 、 基 部 １ １ か ら 上 方 に 延 在 し 、 幅 と 高 さ と の 両 方 で ロ ッ キ ン グ  
脚 ２ ４ 、 ２ ５ よ り も 小 さ い 。 ロ ッ キ ン グ 脚 ２ ４ 、 ２ ５ に 面 す る 中 間 脚 ３ １ 、 ３ ２ の 側 面 は  
、 わ ず か に 湾 曲 し て お り 、 ロ ッ キ ン グ 脚 ２ ４ 、 ２ ５ の 内 側 の 輪 郭 に 沿 っ て い る た め 、 ロ ッ  
キ ン グ 脚 が 強 い 力 を 受 け て 中 間 脚 ３ １ 、 ３ ２ に 押 し 付 け ら れ た と き に 、 過 度 の 摩 擦 お よ び  
抵 抗 を 回 避 す る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て 中 間 脚 ３ １ 、 ３ ２ は 、 ロ ッ キ ン グ 脚 ２ ４ 、 ２ ５  
が 通 り 越 え る こ と の で き な い 停 止 面 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 中 間 脚 ３ １ 、 ３ ２ に は 、 可 撓 性 の 保 持 部 材 ３ ３ 、 ３ ４ が 接 続 さ れ て い る 。 可 撓 性 の 保 持  
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部 材 ３ ３ 、 ３ ４ は 、 中 央 脚 ２ ８ に 面 す る 側 の 基 部 で 中 間 脚 ３ １ 、 ３ ２ に 接 続 さ れ て お り 、  
中 央 脚 ２ ８ に 面 す る 側 の ロ ッ キ ン グ 爪 ２ ６ 、 ２ ７ の 頂 部 で ロ ッ キ ン グ 脚 ２ ４ 、 ２ ５ に 接 続  
さ れ て い る 。 ロ ッ キ ン グ 爪 ２ ６ 、 ２ ７ へ の 内 向 き の 圧 力 に よ り 、 ロ ッ キ ン グ 脚 ２ ４ 、 ２ ５  
は 内 側 に 曲 が り 、 中 間 脚 ３ １ 、 ３ ２ に 接 触 す る 。 中 間 脚 ３ １ 、 ３ ２ は 、 ロ ッ キ ン グ 脚 ２ ４  
、 ２ ５ を 安 定 さ せ 、 バ ッ ク ル 部 を 損 傷 さ せ る 可 能 性 が あ る 過 度 の 内 側 へ の 動 き を 防 止 す る  
働 き を す る 。 ロ ッ キ ン グ 脚 ２ ４ 、 ２ ５ へ の 外 向 き の 圧 力 は 、 可 撓 性 の 保 持 部 材 ３ ３ 、 ３ ４  
に よ っ て 相 殺 さ れ 、 保 持 部 材 ３ ３ 、 ３ ４ は 、 そ の 材 料 の 長 さ と 剛 性 の た め に 、 所 定 量 ま で  
の 外 向 き の 屈 曲 の み を 可 能 に す る 。 保 持 部 材 ３ ３ 、 ３ ４ は 、 そ れ ら が ロ ッ キ ン グ 脚 ２ ４ 、  
２ ５ に よ る 内 側 へ の ど の よ う な 動 き も 妨 げ な い よ う に 、 ロ ッ キ ン グ 爪 ２ ６ 、 ２ ７ の 内 面 お  
よ び 中 間 脚 ３ １ 、 ３ ２ の 内 面 に 配 置 さ れ て い る 。 保 持 部 材 ３ ３ 、 ３ ４ は 、 中 間 脚 ３ １ 、 ３  
２ お よ び ロ ッ キ ン グ 爪 ２ ６ 、 ２ ７ と 一 体 成 形 さ れ て お り 、 ロ ッ キ ン グ 脚 ２ ４ 、 ２ ５ が 、 内  
側 方 向 に 屈 曲 す る こ と 、 お よ び 外 側 方 向 に 、 た だ し 限 定 的 に 、 屈 曲 す る こ と を 可 能 に す る  
よ う に 、 十 分 に 薄 く 成 形 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 雄 バ ッ ク ル 部 の 代 替 実 施 形 態 を 、 図 ６ ～ 図 １ １ に 見 る こ と が で き る 。 図 ６ お よ び 図 ７ で  
は 、 雄 バ ッ ク ル 部 ４ ０ は 、 一 方 の 側 で ス ト ラ ッ プ 保 持 バ ー ４ ２ 、 ４ ３ に 接 続 さ れ て お り 、  
か つ 他 方 の 側 か ら 延 在 す る ロ ッ キ ン グ 脚 ４ ４ 、 ４ ５ に 接 続 さ れ て い る 基 部 ４ １ か ら 構 成 さ  
れ て い る 。 ロ ッ キ ン グ 脚 ４ ４ 、 ４ ５ の 末 端 は ロ ッ キ ン グ 爪 ４ ６ 、 ４ ７ に な っ て お り 、 こ れ  
ら は 、 雄 バ ッ ク ル 部 ４ ０ が 雌 バ ッ ク ル 部 １ ０ に 挿 入 さ れ た と き に 、 雌 バ ッ ク ル 部 １ ０ の ロ  
ッ キ ン グ ス ロ ッ ト １ ６ 、 １ ７ に 嵌 め 込 ま れ る 。 上 記 の 雄 バ ッ ク ル 部 ２ ０ の 場 合 と 同 様 に 、  
ロ ッ キ ン グ 爪 ４ ６ 、 ４ ７ を 、 そ れ ら が ロ ッ キ ン グ ス ロ ッ ト １ ６ 、 １ ７ の 縁 部 を 通 過 す る ま  
で 内 側 に 押 し 込 む こ と に よ り 、 雄 バ ッ ク ル 部 １ ０ を 空 洞 １ ５ か ら 押 し 出 す こ と に よ り 、 雄  
バ ッ ク ル 部 ４ ０ が 雌 バ ッ ク ル 部 １ ０ か ら 解 除 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 雄 バ ッ ク ル 部 ４ ０ は 、 先 が 足 部 材 ４ ９ に な っ た 中 央 脚 ４ ８ を 有 し て い る 。 中 央 脚 ４ ８ と  
ロ ッ キ ン グ 脚 ４ ４ 、 ４ ５ と の 間 に 、 ２ つ の 中 間 脚 ５ １ 、 ５ ２ が 配 置 さ れ て い る 。 中 間 脚 ５  
１ 、 ５ ２ は 、 基 部 ４ １ か ら 上 方 に 延 在 し 、 幅 と 高 さ と の 両 方 で ロ ッ キ ン グ 脚 ４ ４ 、 ４ ５ よ  
り も 小 さ い 。 中 間 脚 ５ １ 、 ５ ２ は 、 ロ ッ キ ン グ 脚 ４ ４ 、 ４ ５ が 内 側 に 押 さ れ た と き に 、 ロ  
ッ キ ン グ 脚 ４ ４ 、 ４ ５ が 通 り 越 す こ と の で き な い 停 止 面 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ロ ッ キ ン グ 脚 ４ ４ 、 ４ ５ に は 、 可 撓 性 の 保 持 部 材 ５ ５ 、 ５ ６ が 接 続 さ れ て い る 。 ロ ッ キ  
ン グ 爪 ４ ６ 、 ４ ７ へ の 内 向 き の 圧 力 に よ り 、 ロ ッ キ ン グ 脚 ４ ４ 、 ４ ５ は 内 側 に 曲 が り 、 中  
間 脚 ５ １ 、 ５ ２ に 接 触 す る 。 中 間 脚 ５ １ 、 ５ ２ は 、 ロ ッ キ ン グ 脚 ４ ４ 、 ４ ５ を 安 定 さ せ 、  
バ ッ ク ル 部 を 損 傷 さ せ る 可 能 性 が あ る 過 度 の 内 側 へ の 動 き を 防 止 す る 働 き を す る 。 可 撓 性  
の 保 持 部 材 ５ ５ 、 ５ ６ は フ ッ ク ５ ７ 、 ５ ８ で 終 わ る 自 由 端 を 有 し 、 中 間 脚 ５ １ 、 ５ ２ は そ  
れ ら の 自 由 端 に 対 応 す る フ ッ ク ５ ３ 、 ５ ４ を 有 し て い る 。 ロ ッ キ ン グ 脚 ４ ４ 、 ４ ５ に 対 す  
る 外 向 き の 圧 力 に よ り 、 フ ッ ク ５ ７ 、 ５ ８ が そ れ ぞ れ フ ッ ク ５ ３ 、 ５ ４ と 係 合 し 、 ロ ッ キ  
ン グ 脚 ４ ４ 、 ４ ５ が さ ら に 外 側 に 移 動 す る の を 防 止 す る 。 保 持 部 材 ５ ５ 、 ５ ６ は 、 保 持 部  
材 ５ ５ 、 ５ ６ が ロ ッ キ ン グ 脚 ４ ４ 、 ４ ５ の 内 側 へ の 動 き を 妨 げ な い よ う に 、 中 央 脚 ４ ８ に  
面 す る 中 間 脚 ５ １ 、 ５ ２ の 側 で フ ッ ク ５ ３ 、 ５ ４ の 周 り に 延 在 し て こ れ ら と 係 合 す る 。 保  
持 部 材 ５ ５ 、 ５ ６ は 、 ロ ッ キ ン グ 爪 ４ ６ 、 ４ ７ と 一 体 成 形 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ８ お よ び 図 ９ は 、 図 ６ お よ び 図 ７ の 実 施 形 態 に 基 づ く 別 の 実 施 形 態 を 示 し て お り 、 同  
じ 要 素 に は 同 じ 番 号 が 付 け ら れ て い る 。 た だ し 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 可 撓 性 の 保 持 部 材 ５  
５ は 、 フ ッ ク ５ ７ か ら 延 在 し 、 中 央 脚 ４ ８ に 直 接 取 り 付 け ら れ た 延 長 部 ５ ９ を 有 し て い る  
。 同 様 に 、 可 撓 性 の 保 持 部 材 ５ ６ は 、 フ ッ ク ５ ８ か ら 延 在 し 、 中 央 脚 ４ ８ に 直 接 取 り 付 け  
ら れ た 延 長 部 ６ ０ を 有 し て い る 。 こ れ ら の 延 長 部 は 、 可 撓 性 の 保 持 部 材 ５ ５ 、 ５ ６ に 追 加  
の 安 定 性 を 与 え 、 不 注 意 に よ る 破 損 を 防 止 す る 。 図 ６ お よ び 図 ７ に 関 し て 先 に 述 べ た よ う  
に 、 ロ ッ キ ン グ 脚 ４ ４ 、 ４ ５ の 外 向 き の 屈 曲 に よ り 、 フ ッ ク ５ ７ 、 ５ ８ が そ れ ぞ れ フ ッ ク  
５ ３ 、 ５ ４ と 係 合 し て 、 ロ ッ キ ン グ 脚 ４ ４ 、 ４ ５ が さ ら に 外 側 に 移 動 す る の を 防 止 す る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ ０ お よ び 図 １ １ は 、 本 発 明 に よ る バ ッ ク ル ア セ ン ブ リ の 別 の 代 替 実 施 形 態 を 示 し て  
い る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 雄 バ ッ ク ル 部 １ ６ ０ は 、 一 方 の 側 で ス ト ラ ッ プ 保 持 バ ー ６ ２ 、  
６ ３ に 接 続 さ れ て お り 、 か つ 他 方 の 側 か ら 延 在 す る ロ ッ キ ン グ 脚 ６ ４ 、 ６ ５ に 接 続 さ れ て  
い る 基 部 ６ １ か ら 構 成 さ れ て い る 。 ロ ッ キ ン グ 脚 ６ ４ 、 ６ ５ の 末 端 は ロ ッ キ ン グ 爪 ６ ６ 、  
６ ７ に な っ て お り 、 こ れ ら は 、 雄 バ ッ ク ル 部 １ ６ ０ が 雌 バ ッ ク ル 部 １ ０ に 挿 入 さ れ た と き  
に 、 雌 バ ッ ク ル 部 １ ０ の ロ ッ キ ン グ ス ロ ッ ト １ ６ 、 １ ７ に 嵌 め 込 ま れ る 。 上 記 の 雄 バ ッ ク  
ル 部 ２ ０ お よ び ４ ０ の 場 合 と 同 様 に 、 ロ ッ キ ン グ 爪 ６ ６ 、 ６ ７ を 、 そ れ ら が ロ ッ キ ン グ ス  
ロ ッ ト １ ６ 、 １ ７ の 縁 部 を 通 過 す る ま で 内 側 に 押 し 込 む こ と に よ り 、 雄 バ ッ ク ル 部 １ ６ ０  
を 空 洞 １ ５ か ら 押 し 出 す こ と に よ り 、 雄 バ ッ ク ル 部 １ ６ ０ が 雌 バ ッ ク ル 部 １ ０ か ら 解 除 さ  
れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 雄 バ ッ ク ル 部 １ ６ ０ は 、 先 が 足 部 材 ６ ９ に な っ た 中 央 脚 ６ ８ を 有 し て い る 。 ロ ッ キ ン グ  
脚 ６ ４ 、 ６ ５ に は ２ つ の 中 間 脚 ７ １ 、 ７ ２ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 こ れ ら は ロ ッ キ ン グ 脚  
６ ４ 、 ６ ５ か ら 内 側 に 延 在 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ロ ッ キ ン グ 爪 ６ ６ 、 ６ ７ に は 可 撓 性 の 保 持 部 材 ７ ３ 、 ７ ４ が 接 続 さ れ て お り 、 こ れ ら は  
Ｕ 字 形 に 延 在 し 、 中 央 脚 ６ ８ に 接 続 す る 。 保 持 部 材 ７ ３ は 、 平 行 な 脚 ７ ５ 、 ７ ７ に よ っ て  
形 成 さ れ て お り 、 保 持 部 材 ７ ４ は 、 平 行 な 脚 ７ ６ 、 ７ ８ に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 ロ ッ キ  
ン グ 爪 ６ ６ 、 ６ ７ へ の 内 向 き の 圧 力 に よ り 、 ロ ッ キ ン グ 脚 ６ ４ 、 ６ ５ が 内 側 に 曲 が り 、 そ  
の 時 点 で 、 保 持 部 材 ７ ３ 、 ７ ４ が 、 中 央 脚 ６ ８ に 向 か っ て 押 さ れ 、 中 央 脚 ６ ８ に 接 触 し 、  
そ れ に よ っ て バ ッ ク ル 部 を 損 傷 す る 可 能 性 の あ る さ ら な る 内 側 へ の 動 き を 防 止 す る 。 ロ ッ  
キ ン グ 脚 ６ ４ 、 ６ ５ へ の 外 向 き の 圧 力 に よ り 、 保 持 部 材 ７ ３ 、 ７ ４ の 脚 ７ ５ 、 ７ ６ が 、 中  
間 脚 ７ １ 、 ７ ２ を 上 向 き に 押 し 、 ロ ッ キ ン グ 脚 ６ ４ 、 ６ ５ が さ ら に 外 側 へ 屈 曲 す る の を 防  
ぎ 、 結 果 と し て ロ ッ キ ン グ 脚 ６ ４ 、 ６ ５ を 損 傷 か ら 保 護 す る 。 保 持 部 材 ７ ３ 、 ７ ４ は 、 ロ  
ッ キ ン グ 爪 ６ ６ 、 ６ ７ 、 お よ び 中 央 脚 ６ ８ と 一 体 成 形 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 幾 つ か の 実 施 形 態 の み が 示 さ れ 、 説 明 さ れ て き た が 、 本 発 明 の 趣  
旨 お よ び 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 そ れ ら に 多 く の 変 更 お よ び 修 正 が 行 わ れ て も よ い こ  
と は 明 ら か で あ る 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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